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MIA これから… －今後の予定をお知らせします－  

＜例会＞毎月原則第一水曜日 1：00～ティータイム  1：30～3:00 例会  

 例会では「各委員会、同好会の活動報告や今後の予定」に続いて、講演会やミニスピーチなどが企画され、

毎回、聞き応えのある内容です。「聞いて聞いてコーナー」では、耳寄りな情報や、失敗談をあえてご披露し、

「皆さん気をつけて！」の注意喚起もあったりして、大変有難く参考になります。是非ご出席ください。 

 

＜例会予定＞ 

月日 内容 当番（会場・お茶・書記） 

12/3(水)13:00～ 例会 アニュアルパーティー反省会と年末締めくくり 音楽サークル 

MIA ホームサロン 講演 

｢シニアレジデンス グランクレールに住んで｣ 

本庄谷礼介氏 

1/7(水)12:00～ 

      13:30～ 

新年会

例会 

  新春を寿ぎ、今年もまた素晴らしい年で 

ありますように！ 引き続いて例会です。 

文化探訪 

2/4(水)13:00～ 例会 各委員会・同好会の長の方は 2 月で会計を締め、 

会計簿をお忘れなく提出して下さい。 

MIA ホームサロン 

3/4(水)13:00～ 総会 1 年間の活動、総まとめ。 

来年度に向けて、思い新たに！ 

ワークショップ 

 

＜行事予定＞ 

日時・場所 行事・連絡先 内容 

12/5(金) 文化探訪 みなとみらい探訪             

｢横浜モノリス｣にて 17F からの眺望を楽しみつつランチ(フレンチ) 岡 044-855-1648 

12/9(火) 10:30 

竹村宅 

世界食文化 お楽しみ海苔巻き（先ず太巻きを作り、それを鏡餅や雪だるま型に） 

川原 045-962-2741 1 月はお試しケイタリングの予定。 

12/9(火) 14:00

～ 

アルパイン 

異文化勉強会 講演「シルクロードのおへそ、ウズベキスタン」 古
いにしえ

より東西を結

んだシルクロード。その中央に位置するウズベキスタンを訪れた大

高英昭会員が写真と共に中央アジアの文化、経済について話します。 

高島田 045-982-1393 

1/19(月) 

仁藤茶室 

 

ワークショップ 「初釜と古典講和」 

初釜のお点前を味わった後、今回、古典への誘
いざな

いは紫式部の世界。 

「紫式部日記」を紐解いて、紫式部の人となりについて語ります。 

初釜 13:00～仁藤会員 「紫式部」14:30～新田会員  謡もあり？ 

久米 045-981-3430 

2/4(水) 10:30 ワークショップ 例会前の時間を使って「カリグラフィー講座」 松阪会員 

素敵な Thank You Card 作成までいけるでしょうか？ 久米 045-981-3430 

http://www.mia-jp.net/


－定期的な活動から－ 

＜いけばな教室＞ 第 2、第 4 火曜日 13:30～15:30 パレスビル 3F 

        ・アニュアルパーティーのお花は、皆で咲かそう｢冬の花火｣と題して、全員参加型生け花！

柳に付けられた筒に色とりどりの花を、ゲストも参加して皆で挿して、見事完成です。 

        ・12 月第 2 週の「クリスマス花」で、年内のいけばな教室は最終。 (川崎) 

＜日本語教室＞ 毎週(火)10:30～12:00 パレスビル３Ｆ ２学期最終 12/16  ３学期 1/13 から。 (長谷川節) 

＜音楽サークル＞ コーラス練習：第２木曜日、13:30～15:00 小川会員宅  

11 月直前特訓で仕上げて、11/29 のアニュアルパーティーではムーランルージュ、 

For the beauty of the earth, 北斗の 3 曲をご披露。1/22 は持ち寄り新年会。(相馬) 

＜広報・ホームページ＞ 12/8  Newsletter 2014-9-10-11 月号発行 (大高) 

10/29 自主勉強会(西野宅)  12/2 HP 係勉強会 千葉講師(アルパイン)  (奥山) 

 

＜各委員会・同好会の活動報告＞ －9 月～11 月－（日付順） 

文化探訪 ＜琴コンサート＞ 9/13(土) 2:00～ 於)フィリアホール 参加者 7 名(日本人 6 名・外国人 1 名) 

 桐蔭でお琴を指導下さる山本先生のコンサートです。琴と尺八、三味線、鼓の演奏で、とても美しい 

調べに目が覚める思いでした。特にプロの尺八奏者水川寿也氏の澄んだ尺八の音色に感動しました。尺八とは 

こんなに美しい響きだったのかと…！(岡) 

 

ワークショップ＜草木染＞ 9/22(月) 10:30～15:00 於）浦木会員宅 参加者３名 

 昨年好評で定員オーバーだった草木染講習を、今年も浦木さん宅でしていただきました。今回は茜を使って、

赤系の素晴らしいストールが出来上がりました。柔らかな絹の風合いと、自然の素材が生み出すえもいわれぬ

味わい深い色調が相まって惚れ惚れする作品に仕上がり、参加者が例会でご披露し、皆から賞賛しきりでした。 

      （久米） 

ゴルフ同好会 ＜ゴルフ＞ 9/29(月)  於）富士国際カントリークラブ 参加者 8 名 

２組 8 名で、健康増進、さわやかゴルフを楽しみました。優勝は小島さん、準優勝は久米さん。 

打ち上げ会食も、また楽し！（ 川原） 

 

ガレージセール＜秋のうりかいサロン＞ 10/１(水) 10:30～12:00 於)アルパイン 参加者 48 名 

10 月例会前の午前中、秋のうりかいサロンが開かれました。 

MIA 名物の手作りコージーコーナーは大人気。献品や中古衣料、秋の花々、どれもこれも魅力的。朝早く

から皆で準備し、売り子になったり掘り出し物の物色に出掛けたりと大忙し。購入した洋服やアクセサリーを

身に付けての恒例ファッションショー、また Big surprise time では素晴らしい景品がたくさん用意され、皆

で楽しみました。 

売上げは、献品コーナー￥16,870、ロータリークラブより献品￥12,700、アクセサリー￥7,380、陶器￥2,800、

コージーコーナー￥36,171、衣料品￥10,500、草花¥4,000、会長寄付￥10,000 で、計 100,421 円。 

春の売り上げ 121,180 円と合わせて、計 221,601 円となり、YDRS 横浜田園ロータリークラブ奨学会に、

今年も 10 万円の寄付をいたしました。（羽山） 

 

伝統文化紹介＜桐蔭学園での日本文化紹介＞ 10/6(月)  

秋に桐蔭学園で例年行われるニュージーランド中学生向け「日本文化講座」は生徒 14名先生 2名を対象に、

周到に準備が進められてきましたが、なんと当日、台風襲来で臨時休校になり、中止となりました。(並木） 



文化探訪 ＜小原流展とビュッフェランチ＞ 10/9(木)  11:00～ 参加者８名(日本人 7 名、外国人 1 名) 

新宿高島屋での小原流展の切符を渡部さんに頂き、出掛けました。とても珍しいお花や草木や実の物がたく

さん美しく生けられ、花瓶は全て小原流の花瓶を使用し、それによりバランスの取れたディスプレイになって、

本当に見事で華やかな生け花展でした。昼食はルミネ「柿安三尺三寸箸」でのビュッフェを楽しみました。（岡） 

 

懇親会 ＜足利フラワーパーク・栗田美術館の旅＞ 10/22(水)～23(木)  参加者 24 名 

雨煙る中、男性 6 名、女性 18 名、総勢 24 名で藤が丘をバスで出発し、一路「さきたま史跡の博物館」へ。

学芸員の説明を聞きながら、皆、国宝の鉄剣を前に、鼻を硝子に擦り付けんばかりにして解読に努める熱心な

見学振りです。古墳巡りでは円墳に上り、その大きさを実感！持参したお弁当で昼食。皆、雨何するものぞ！

の心意気です。午後は「とちぎ蔵の街」をガイドツアーで周り、祭りで賑わう蔵の街を絢爛豪華な山車が練り

歩くさまを目に浮かべました。宿は柏倉温泉の太子館。落ち着いた佇まいの宿のお風呂で疲れを取り、夜は大

ご馳走に大笑いの饗宴です。 

翌朝は、最初に栗田美術館へ。江戸時代、肥前鍋島藩で生産された伊万里、鍋島を、個人が蒐集し展示した

陶磁美術館で、広大な敷地に建物が点在し、なかなか見応えのある内容です。足利フラワーパークは大藤で有

名ですが、秋もバラ、アメジストセージ，大輪の熱帯性睡蓮が咲き誇り見事です。足利学校は日本最古の学校

ともいわれ、史跡として平成 2 年に保存整備事業で江戸中期の姿に甦ったもの。今回、 

埼玉、栃木を旅して、身近にこんなにも素晴らしい見所があることを再認識しました。 

                                  足利学校 

文化探訪 ＜東京大学と旧岩崎邸探訪＞ 11/22(土)  10:30～ 参加者 10 名(日本人 9 名、外国人 1 名) 

“誰でも入れる”東大の門をくぐって東大巡りをしました。正門から入ると、樹齢 120 年の黄葉美しい銀杏 

並木が続き、その先に古く堂々とした安田講堂、紅葉の美しい三四郎池、医学部博物館など、卒業生の竹村公

男さんに案内していただきました。昼食は地下の学生食堂へ。シニアや修学旅行生も大勢います。一番人気の

赤門ラーメン 330 円を注文。ピリ辛ラーメンで、美味しく頭がすっきりスマートになった気がすると評判です。 

その後、歩いて 10分の旧岩崎邸へ。東大で教鞭をとり、辰野金吾などを育成し、さらに鹿鳴館、三井倶楽

部、古河邸など数々の名建築を残したジョサイア・コンドルの建てた素晴らしい洋館を説明を聞きながら見

学。館内ではミニコンサートがあり東大と旧岩崎邸ゆかりのコンドル氏を想いつつ優雅な時を過ごしました。 

(岡) 

アニュアルパーティー 11/29(土) 16:00～21:00 於）タウンニュース社 1F ホール 参加者 85 名 

MIA Annual Party                       来賓 2名 会員及び家族 53 名 ゲスト 30 名  

今年は、アニュアルパーティーとして２年目です。会場の都合上、準備時間が短く制限されましたが、そこ

は MIA！ ５時からのカクテルアワーは予定どおりきちっと始められました。心配していた雨も皆の念力で止

み、着物やお国柄をいかした民族衣装など、国際色豊かな参加者で、会場は埋め尽くされました。舞台の上に

は、千葉さん、川原さんの労作大看板、花は、渡部(幸)さんの、題して「冬の花火」。テーブルセッティング

は、竹村さん。マリアナさんのプログラム、松坂さんの会場ポスターなどなど、皆が工夫をこらした華やかな

ものでした。お料理も国際色豊かな品揃え。外国の方々との会話も楽しいものになりました。ますます上達さ

れた MIA コーラス。そしてブラジルのプロダンサーによる強烈タンゴとサンバ。軽妙な、竹村さん司会の民族

衣装紹介。最後は恒例のテリー保谷氏とその仲間たちの歌と参加者全員のダンスタイム。閉会後は、皆で協力

し、見事３０分で片づけて、アニュアルパーティーは無事終了しました。（雫石、西野）  

 

 

 



訃報：MIA 設立当初より会員として長年活躍されてきた前川晴枝様が、病気療養中のところ、 

9 月 29 日ご逝去されました。心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

 

例会スピーチ報告 

月日 テーマ 話し手 要旨 

10/1 

(水) 

講演 

「チュニジア

での 

企業研修体験」 

YDRS 

奨学生 

 

高梁嶺さん 

東工大大学院総合理工学研究科、人間環境システム（建築）専攻の

YDRS 奨学生高橋嶺さんが、IAESTE という工、農、化学に特化し

た 2 ヶ月のインターンシップで、チュニジアで企業研修した体験を

話して下さいました。アフリカ北端に位置するチュニジアは所謂危

険地域で革命後情勢不安定。地中海に面し、白い壁に青い空のイス

ラム社会。研修企業はフランス系の現地会社で、業務は照明設計。

チュニジア人曰く「ここは皆働いている異様な会社！」だそうで。「チ

ュニジア人は働かない」が定評。異文化体験を通し「日本で享受し

ている環境の素晴らしさや宗教の影響力の大きさなど再認識する機

会となった」と。理路整然かつ具体的事例やユーモアを交えた実に

素晴らしいスピーチで彼の輝かしい未来を予感させるものでした。 

「聞いて聞いてコーナー」より 

月日 テーマ 話し手 要旨 

9/3 

(水) 

熱中症にご用心！ 長谷川(節) 

 

今夏、ご主人が、水も飲まず書斎にこもって、熱中症に！ 

症状が進むと敗血症にもなるのだとか…皆様、水分不足にご注意！ 

自分のルーツ 

を探る旅 

浦木 4 人兄弟の末で、父母の郷里を知らないことに、ふと思い至り、両

親の郷里、四国を訪ね、自分のルーツを探る旅をしてきました。故

郷の訛りに「親とそっくり」と懐かしさを覚え、家はなくなってい

ましたが、神社に寄進した名が残っていたり、タクシー運転手が意

外に情報源だったりと、ルーツを辿るのもなかなか興味深いもの。 

スイスへ 雫石 1 週間スイスを旅してきました。氷河特急事故にびっくり。8 月に

吹雪くこともあり、高い山は天候が変わりやすいので、注意が必要。 

「子供歌舞伎」 

なかなかのもの！ 

嵩 今夏、ふとしたことから、子供歌舞伎の切符を入手する羽目になり、

国立小劇場に出掛けました。思いのほか素晴らしく、感心しました。 

80 年経った古い家 川原 

 

 

山口市出身の私。80 年経った古い家が誰も住まず残っていて、その

処分にあたり何か残せるものはないかと考え、欄間だけでも持って

帰るか…と思案中。どなたかお考えをお聞かせください。 

小島 うちも古い家を壊した時、欄間を残して、新しい家に飾っています。 

11/5 

(水) 

シンガポールと 

日本を行き来して

感じること。 

渡部(純) シンガポールと日本を往復して感じるのは、日本は無駄が多く、規

制が多いということ。書類が多く煩雑で非効率。国民皆番号制を導

入して番号で管理すれば、漏れがなく無駄がなくなるのでは？個人

情報が漏れると反対意見もあるが、逆に国に守られている感じ。 

シンガポールに突然日本からの国際電話。何事かと思えば、留守宅

の洗濯機の給水栓が何故か外れて、家中プカプカ、水浸しとのこと。

元栓締め忘れにご注意！ 



 


